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土方久功と中島敦研究者との交流——佐々木充と濱川勝彦
跡見学園女子大学 非常勤講師
清水　久夫
はじめに
　中島敦は、太平洋戦争が始まる約半年前、昭和16年（1941）6月26日、横浜港を出発し、7月6日、パラオ
に到着した。そして、コロールに置かれていた、南洋庁の国語教科書編集書記として、南洋庁地方課に赴任した。
敦は、それまで勤めていた横浜高等女学校を休職し（後に退職）、新天地を求め、南洋パラオへ渡ったのである。
　土方久
ひさ
功
かつ
（１）は、昭和4年（1929）3月、28歳の時にパラオに渡り、その地に約2年半滞在し、神話・伝説の
採集、民族美術調査、民族学調査をした。その後、昭和6年（1931）10月に、島民300人足らずが住む、ヤッ
プ離島の孤島サタワル島に渡り、７年余滞在し、その間、民話の採集、民族学調査を行い、美術作品を制作した。
そして、昭和14年（1939）1月、再びパラオへ渡り、南洋庁地方課（後に、物品陳列所を兼務）嘱託となって、
民族学調査、民族資料の収集をし、美術作品を制作した。そこで、中島敦と巡り合った。中島敦は、直ぐに久
功と親しくなり、毎夜のように、久功の宿舎を訪れた。そして、太平洋戦争が始まって間もない昭和17年（1942）
3月、中島敦は久功と共に、サイパン丸で帰国した。
　中島敦は、生前「山月記」「光と風と夢」などの代表作を世に出してはいたものの、作家として世に知られる
前に、若くして死去した。そのため、敦の研究者は、敦をよく知り、幾つもの回想文（2）を書いている久功を訪ね、
聴き取り調査をした。
　小稿では『土方久功日記』（国立民族学博物館所蔵）に見られる中島敦研究者である佐々木充と濱川勝彦の
二人と久功との交流について述べたい。
1． 佐々木充
　佐々木充の名が初めて『土方久功日記』（以下、『日記』と略す）に見えるのは、昭和43年（1968）3月31
日の記である。この日、久功は、桜楓社から、3月5日に刊行された、佐々木充の著書『中島　敦』を贈られる。
その日の『日記』（第98冊）には、
31日　受信　桜楓社（佐々木充著「中島  敦」著者謹呈トアル。
　著者ヲ知ラナイガ、生活事象ヤ、文献目録ノ中ニ イクツカ私ノ名前ガ出テイルカラ、ソンナ縁故デ贈ラレタ
ノダロオ。著者ワ北海道大学文学部ヲ出テ、帯広大谷短大ニ勤務シテイル人デ、昭和11年生レト云ウ若イ学
者デアル）
　と記されている。久功は4月5日に、佐々木充へ、著書を贈られた礼状を出している（『日記』第98冊）。
　久功は、その一月後、5月7日の未明に心臓発作を起こし、暫く安静を強いられる。その後、間もなく、体調も
回復し、久功は、佐々木の著書『中島　敦』を読了する。5月18日の『日記』（第99冊）に、次のように記され
ている。
○大分前ニ贈ラレタ 佐々木充氏ノ「中島敦」145頁ヲ 通読スル。ハジメノ60頁デ、「生ノカタチ」「主題ト方
法」ヲ論ジ、敦ノ若年カラ、死マデノ　文学的ナ生ノ歩ミヲアトヅケ、ソノ生ワ終始、一図
〔ママ〕
ニ「ワレ」ヲ進メル
コトニ生キテ来タコトヲ説キ、最後ノ結ビ「真ノ懐疑家ノ光栄」デ、「中島ワ一高生ノ心情ヲ、ソノママ生キタ
コトニヨッテ、職業作家ヘノ夢ワ十分果タシ得ナカッタガ、ムシロ ソコニ 彼自身探シ求メタ、他トマギレナイ
「オノレ」ヲ後世ニ残シ得タノデアル」ト結ンデイル。
　私ワ思ウ。職業的ニナラナカッタトコロニ（命惜シクテ横道ナドノゾイテイラレナカッタノデアル。）僅カナ年
月ノ、言ワバ僅カナ作品ノ中ニ、彼ノ言ワントシタモノダケヲ圧縮シテイルノデ――コレガ若シ 病身デナクテ、
コンナ風ニ性急ニデワナク幅広ク、テンポナク フクランデイタラ、コノ様ニ確乎タルコトモ能ワズ、コノヨオニ深
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クエモ 達シナカッタハズダト思ワレル。
　否、私ワ 萬人ニ通ジテ、職業域ニ達スルマデノ初心コソ尊イト思ウノデアル。昔カラ私ワ「大」ト「深」ト
並ベラレタラ必ズ「深」ニ頭ヲサゲテ来タト思ウ。
　コノ62頁ノ前文ダケガ、佐々木氏自身ノ、言ワバ 解説的ナ中島敦論デアリ、アトワ「作品解題」「中島敦
年譜」「参考文献目録」デアルガ、頁数デモワカルトオリ、コレワマタ微ニ入リ細ニ ワタッタモノデアル。
　桜楓社ト云ウ社ノ出版ダガ 「近代文学資料１」ト云ウコトニナッテイルカラ、斯オイウ形ノ本ヲ次々ニ企画シ
テイルノダロオ。厳格デ スキットシテイテイイ。
　この頃になると、久功が敦のことを書くことは殆んど無くなっているが、ここでは敦のことを、熱く語っている。
そして、この書を刊行した桜楓社を高く評価している。
　その年、9月3日に、久功は佐々木充から、帯広大谷短期大学紀要第5号の抜刷、「『わが西遊記』の方法――
その二、「悟浄出世」の方法意識――」を送られている。
　11月14日の『日記』には、「受信佐々木充。」、翌15日には、「発信佐々木充。」と記されている。内容は不明
だが、佐々木との間で文通しているのが分かる。
　翌昭和44年（1969）の秋、佐々木充は久功を訪ねることとなった。10月19日の『日記』（第102冊）には、
次のように書かれている。
　19日
　夜ニナッテ 北海道ノ佐々木充君カラ電話アリ。東京ニ出テ来テイルノデ、明日ニデモ 都合ガヨカッタラ オ
会イシタイトノコト。午後来テモラウヨオニスル。佐々木サンワ、マダ面識ワナイ人ダガ、帯広ダッタカノ 短大
ノ先生デ、中島 敦ノ研究者デ、前ニ、中島敦研究ノ本ガ出タ時ニ、贈ラレテ、一、二度文通シタコトガアル。
敦ガ亡クナッテ、モオ二十七年ニモナリ、アノ、小サカッタ子供タチ二人トモ成人シ、結婚シ子供ガ出来テイル。
敦ワ、有名ニナッタ時ワ 既ニ死ンデイタノデ、敦ノ文学ヲ知ッテイル人ワ多クテモ、敦ノ生前ヲ知ッテイル人ワ
少イニチガイナイ。ソンナコトデ、敦ト云ウト、私ガ思イ出サレルノデアル。ダガ私ノトコロニダッテ、今迄ニ
チョット、チョット喋ッタリ、書イタリシタホカニワ、モオ、何一ツアル訳デワナイ。
　翌日の午後、佐々木は久功を訪ねる。その日の『日記』（同前）には、次のように書かれている。
　20日　
　13時ヲ過ギテ 佐々木充君ガ訪ネテミエル。学会ガアッテ 上京シタノデト云ウコトダッタガ、前ニ出版サレタ
「中島敦」ヲ、モオ一歩ススメテ、作品論ニマデ 充実サセタイト考エテイルノデ、不確カナトコロホカ、疑問ヲ
持ッテ来タトテ、自著トノ トートヲ 並ベ、本ノアチコチニ朱書シテアル所ヲ次 ト々問イ正
〔ママ〕
シ、ノ トーシテワ、ソノ
周辺ノトコロデ話題ガヒロガルト 云ウフウデ、不即不離、離レテワ戻リ戻リ、延 ト々続キ、オ茶ヲ入レ、カエ、
夕食ヲトリ、21時半、帰ルト言ッテイルトコロニ、敬子ガ旅カラ帰ッテ来ル。
　且デ、渡辺文治君ト郡司勝義君トカ、敦全集ヲ編ンダ時ノ資料蒐集ト検討ニ、熱心忠実ナノニ逢ッテ感心シ、
ソノ全集ノ出来バエニモ賞讃
〔ママ〕
ヲ惜シマナカッタガ、佐々木君ノ熱意ニモ動カサレルモノガアル。何カ、モオ ヒト
マワリ、佐々木ラシイ独自ノ 中島 敦作品論ガ生レルコトヲ期シタイ。
　佐々木は、８時間半にわたり、中島敦をめぐって久功と語った。久功は、佐々木に誠実に対応し、その熱意に
動かされた。その後も、佐々木との文通は続き、翌年、昭和45年（1970）6月1日には、帯広大谷短期大学紀
要第7号の抜刷「中島敦〈南島譚〉について」が送られてきた。17日には、久功は、佐々木に宛てて書信を送っ
ているので、送られた論文を読んだ感想などを書いたと思われる。
　この論文は、昭和48年（1973）6月に桜楓社から刊行された『中島　敦の文学』に収められている。論文に
は、土方久功からの聴き取りにより得られたことが多く見られる。その意味で、土方久功と佐々木充の関係を考
える上で重要である。
　まず、「幸福」の舞台であるオルワンガル島について。中島敦の「南島譚」では、この島は80年ばかり前のあ
る日、突然、住民諸共海底に陥没してしまった、と書かれているが、それは全くのフィクションである。オルワン
ガル島は、今も本島の北方に存在する、と記している。
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　佐々木はさらに、次のように書いている（258頁。引用は著書『中島　敦の文学』による。以下同じ）。
　この先、幾度もお名前を出すであろう土方久功氏――パラオにおいて中島が、心を許しての交渉を持ったの
は、氏ただ一人であったのではないか――の著書『パラオの神話伝説』（大和書店・昭和十七年十一月刊）
には、オルワンガル島が、なぜ現在のような「小さな砂島」になったのかという起源説話は載っているが、そ
れ以外にはオルワンガル島は出てこないし、他の島の話としても、陥没云 と々いうのは見当らないのである。
　オルワンガル島に関しては、佐々木が久功を訪問して得られたものであることが見て取れる。
　ついで、「夫婦」にあるヘルリスとモゴルというパラオの古い習俗について。佐々木は、次のように述べている
（261頁）。
　このヘルリスやモゴルなどといった風俗習慣については、やはり、土方氏をはじめとする南洋生活の先輩たち
に聞く機会は十分あったろうし、また、実際見聞したこともあったかもしれぬ。しかし、やはり決定的な示教者
は土方氏であろう。中島の日記や書簡には素材と思われる記述は現在まで発見できないが、土方氏から民話
を数多く教えられたといわれる。
　さらに、「雞」については、次のように書いている（264頁）。
　短かなパラオでの生活の中で、中島が、急速に土方氏との交渉を深めてゆくのは、若年にして南洋諸島へ
渡り、十余年間島民と共に暮しつつおのれの裡なる芸術家魂を練り鍛えあげられた氏に、強く共鳴するという
ところがあったからだと思われる。中島は、直接土方氏について語る文章を残す間もなく死んでいるのである
が、この〈南島譚〉のごとく、氏によるところはなはだ多い作品群を残したことで、中島の内部における土方氏
の意味が証しされよう。そして土方氏の中島に対する友情は、何度か記された回想記にじつに温く示されている。
　このように、この論文の多くの部分が、久功との面談およびその後の久功からの書信から得られたものであるこ
とが分かろう。
　昭和47年（1972）6月26日には、佐々木は、久功へ「中島敦の習作――一校時代――」（帯広大谷短期大
学紀要第9号）の抜刷を送った。7月11日の『日記』（第105冊）には、
　先月ノ26日　ダッタカニ送ラレテキタ、北海道ノ佐々木氏ノ「中島敦ノ習作――一校時代――」ノ抜刷リ、（帯
広大谷短期大学紀要47年三月号）ヲヤット一読スル。
　と書かれている。このように、久功は佐々木から送られる論文の抜刷を律義にも読んでいる。
　それから1年後の昭和48年（1973）7月19日、久功は佐々木から新著を贈られる。この日の『日記』（第112
冊）には、次のように書かれている。　
19日　受信　佐々木充（新著「中島敦の文学」桜楓社、近代ノ文学、10）　　　
　佐々木君カラワ 今迄、二度 三度、敦ノ作品研究ノ抜刷ヲモラッテイルガ、今日 贈ラレタ 敦ノ文学ワ、既
発表、未発表ノ全部ヲマトメテ集大成サレタ立派ナモノ。一度 私タチノ家マデ訪ネテミエテ、南洋デノ敦ノコ
ト、ト私ノコトヲ 根堀リ、ハホリ 尋ネテ行ッタコトガアルガ、コレデ、敦研究ヲ、一完成サレタノダロオ。ユッ
クリ読ンデミヨオ。
　久功は、3日後の22日、佐々木宛に書信を送っているが、著書を贈られた礼と共に、著書を読んだ感想も記し
たであろう。
　佐々木は、千葉大学へ移ったが、その後も久功へ論文の抜刷を送っている。昭和51年（1976）5月22日の『日
記』には、「中島敦『木乃伊』の特質について」（千葉大学教育学部研究紀要第24巻）の抜刷を受領したこと
が記されている。
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2． 濱川勝彦
　濱川勝彦の名が、初めて『日記』に見えるのは、昭和48年（1973）2月2日の記である。この日、久功は濱
川から論文の抜刷を受け取った。『日記』（第111冊）には、次のように書かれている。
2日　受信　濱川勝彦（「中島敦ノ南洋行」――「国語国文」1972・第四十一巻、第十二号ヨリノ抜刷ト）
　濱川勝彦サント云ウ人ワ、未知ノ人ダガ、中ニ通信ガ添エラレテイテ、神戸ノ松蔭女子学院大学勤務。コ
ノ４～５年 中島敦ニ関スル考察ヲ発表。今度 敦ノ南洋行ヲ出スニアタリ、南洋デノ敦ヲヨク知ッテイル私ニ見
セタクテ――ト言ウコト。敦ノ快活ナ面ヨリモ、ソノ底ニアルト思ワレル 或ル種ノ弱サ……ニツイテ、ソノ他 オ
気ヅキノ点ガアリマシタラ――ト。
　この論文「中島敦の南洋行」が久功に送られたのは、論文に久功のことが述べられていることによる。
　一つは、「南洋民俗研究家で美術家（築地小劇場の緞帳のマーク・葡萄の製作者）の土方久功氏との終始
変わらぬ親交を除くと、概して、南洋における人間関係は気不味いものであった。」（186頁。引用は、著書『中
島敦の作品研究』による。以下、同じ）と、もう一つは、「島民をみる目の背景に、前述の妻子への愛情が流れ
ていたことは事実であるが、又、一方、少年時代からの、こうした傾向が、土方久功氏のような、島民をよく理
解し深く愛していた友人と接することにより一層顕著になり、島民へのヒューマンな態度となってあらわれたと考え
られる。」（193頁）
　そして、11日には、濱川へ長文の礼状を書いている。その日の『日記』（第111冊）にその手紙の写しが書か
れている。
濱川勝彦サマ。
　コノ度ワ「中島敦の南洋行」抜刷ヲ 御恵送イタダキ 誠ニ有リガトオゴザイマシタ。敦ガ亡クナッタノモ 古イ
コトニナリマスガ――マルマル30年ニモナルノデスガ、敦ノコトヲ思イオコスト、イツモ、早ク死ンデシマッタモ
ノダト惜シマレマス。
　僕ヨリ10年近クモ若カッタ敦ガ、敦ノ作品ガ、ソノ後、現代日本文学全集ノヨオナモノガ出ル時ニワ、必ズ取
リアゲラレテイルノデスカラ、セメテ、モオ10年20年ノ時ヲカシタナラバ、ドンナ秀作ヲモノシタコトダロオニト、ソ
ンナクヤシサガ伴ナウノデス。
　若クシテ 多クノ人ニ惜シマレテ死ヌモノワ幸ナルカナ。
　充分ニ永ク生キテ、タトエ、ソノ生涯ヲ丈夫ニ、事ナク過ゴシ得タ人デアッテモ、何ラ人ニ惜シマレルコトナ
シニ 逝ク者ワ 不幸ナルカナ、ト思ウコトシキリナモノガアリマス。
　サテ、ソノ幸ナリシ 敦ノ作品ガ 今以テ読マレ、親シマレ、分析サレ、価値ヅケラレル――ソレコソ作家トシ
テノ大キナ名誉デアルハヅデショオ。
　君ハ、既ニ（「山月記」論。）（「悟浄歎異」ヲメグッテ）（「北方行」ト「過去帳」ト）（「中島敦序論――
初期作品ヲ中心ニ」）等、敦ニ取リ組ンデ居ラレルヨオデ、敦ノ妻子タチニトッテモ、僕ニトッテモ有リガタイ
方デスガ、僕ノ方カラワ、何ニヒトツ ツケ加エテ差シアゲルモノガ ナイノガ残念デス。敦ニ代ッテ御礼 申上ゲ
マス。
　今マデ、筑摩ノ全集、文治堂ノソレ、角川ノモノニ於テ、色 ナ々方々ガ解説、紹介サレ、又 月報等ニ回顧、
ソノ他、数々為サレマシタガ、君ガ 作品ヲ主トシナイデ「南洋行」ソノモノノ、事情、ト意企ヲ察シ、ソノ中
デ敦ガ変貌シ、育ッテ行ッタ姿、内容ヲ見ツメテ居ラレルノガ――ソレガ敦ノ作家生活ノ、ホンノ短イモノデア
リナガラ、ソノ晩年的ナ重要ナモノダト思ワレマス。
　南洋ニ来タ敦ワ 御想像ノ通リ、自ラノ「ミヤヅカヘ」ヲ卑下シ、周囲ノ「官僚」ヲ軽蔑 乃至 拒否シテ、多
分、僕ノ土人的ニ成リキッテイタトコロニ、大イニ気ヲユルシ、甘エテクレタノダト思イマス。16年12月戦争ガ
ハジマリ――勿論ソノ前カラ軍人軍属ガ 島民ノ数ノ何倍ト云ウホド沢山ニ入ッテ来、防空壕ヲ掘ラサレタリ。
ヨロヅノ ……タリ……タリデ 南島モ今ハ マイナス面バカリフクレアガッテ、面白ク ナクナッタノデ、敦トシメシ
アッテ、２人トモ役所ヲヤメルツモリデ、休暇ヲトッテ引上ゲテ来タノデシタ。シカシ南洋デモヨクナカッタ敦ノ
喘息ガ 内地ニ帰ッテ決定的ニ悪クナッタノガアワレデシタ。
　君ヨリモ モオヒトツ早ク、仝ジヨオニ敦ニ取リ組ンデイル人カラ ヤハリ抜刷ガ送ラレ、更ニ家マデ尋ネテモミ
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エテ、ソノ後モ文遊
〔ママ〕
ノアル方ガアリマス。佐々木 充サント云ウ人デスガ、仝ジヨオニ敦研究ヲ発表シテ居ラレ
ルノデ――御存ジデショオカ？　北海道ノ帯広ニ居ラレ、専ラ短大ノ紀要ニ発表サレテイルヨオデス。
　御礼マデ。
　その後、暫く濱川との文通はなかったが、この年、5月20日になって、濱川から手紙が届く。その日の『日記』
（第112冊）には、次のように書かれている。
5月20日　受信　濱川勝彦、（先日ノ「悲劇 喜劇」デモ見タノカ、私ガ築地小劇場ノ葡萄ノマークノ作者ト知ッ
テ、是非一度オ訪ネシテ、中島敦ノコトモダガ、「アナタノ芸術家トシテノ生キ方」ニ大変興味ヲヒキマシタノデ、
種 ウ々カガイタクテ……ト）。
　濱川は、久功に会いたいと言って来た。その理由が、久功の “芸術家としての生き方” に大変興味を引いた、
とのこと。久功は手紙を受け取った翌日、濱川宛ての手紙を速達で送る。来訪の承諾だった。
　26日の午後、濱川は久功の家を訪れる。その日の『日記』（第112冊）には、その時の様子が記されている。
26日
　午後、13時過ギ、濱川勝彦君ガ来ル。初対面ナノダガ 去ル2月ハジメニ、「中島敦ノ南洋行」ト云ウ抜刷
リヲ送ッテクレ、神戸ノ松蔭女子学院大学ニ勤務トアッタ。
　1週間ホド前ニ、手紙ヲクレテ、一度　是非 オ目ニカカリタイノデ（ナルベクナラ）金、土、日ノイヅレノ日カ、
御都合ノイイ日ヲ御指定下サレバ……ト言ウコトダッタノデ、今日、13時カラ16時マデ、ト返事シテオイタノ
ダッタ。
　家ガ上野市ダガ 勤メガ神戸ナノデ、週ノ前半ヲ神戸ニ居テ、週末ニ上野ニ帰ルヨオニシテイルノダト云ウ。
　デ昨日（金曜日）上野ニ帰ッタラ、速達便ヲイタダイテイタノデ、オ返事モシナイデ詣リ出タ次第ト云ウ。
　中島敦ノ話ワ ロクニ出ズ、私自身ノコトヤ、仕事ノコトナド、タヅネタリ、ノートシタリデ、タップリ15時半
頃マデ遊ンデ行ク。
　この日は、中島敦の話は碌に出ず、主に久功のことを尋ねた。濱川は久功に、大変興味を持ったようである。
　それから5カ月余経った11月4日、久功は濱川から返信用封筒、切手入りの手紙を受け取る。5月に久功に会っ
たとき、肝心の中島敦のことを殆んど聞くことがなかったので、改めて手紙で質問してきたのであろう。その日の『日
記』（第119冊）には、次のように記されている。
4日　受信　濱川勝彦（返信用封筒切手入リ。「サテワヌ島民話」予約シテクレタ由。「流木」ノ方ワ、何年
何月、何社カラ出版サレタカ知ラセテホシイト。ソレカラ、中島敦ワ、私ノ日記帖ダケデ「ナポレオン」ヲ書イ
タノカ、彼自身プル島ニ行ッタノカ、ハッキリ知リタイトモ。）
　この手紙を受け取った6日後の10日、久功は濱川に宛て、返事を書き送る（手紙の日付は9日）。その内容は、
濱川の論文「『南島譚』の世界」（前掲、『中島敦の作品研究』所収）に詳しく記されている。少し長いが、引
用する（210．211頁）。
　このことについて、かつて土方久功氏に教えを請うたことがある。日記を綿密につけておられる氏のことであ
るから、その間の事情がわかっておられるのではないかと思ったからである。土方氏の言葉の一部を引用すれば、
次の通りである。（仮名遣い原文のまま（　　　）内は筆者が補った）
　中島敦ガ プール島ニ行ッタカドオカ、僕ワハッキリ覚エテイマセンガ、アノ離（島）マワリノ船デ行ッタト思
イマス。若シカシタラ僕ガ東ノ方ヲ遠ク ヤル トー方面ニ行ッテ２～３ヶ月パラオ ヲ留守ニシテイタ間ニデモ行ッ
タノデワナイデショオカ。ナポレオンノコトヲ彼ノ口カラキイタヨオナ気ガシマス。（昭和五十年十一月九日付筆
者宛の書簡）
　これでわかることは、土方氏にもはっきりした記憶がないこと、行ったとすれば土方氏がパラオ不在中のこと
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かも知れない、ナポレオンの話を中島敦の口から聞いたような気がすること、の三つである。最後のことは、後
に中島敦の『南島譚』を読んだ為の記憶の修正ということもあろうから、今、ここでは何とも言えない。前二
つについて言えば、よくわからないが、パラオ不在中のことらしいとの推測はつく。そこで、重ねて土方氏がパ
ラオを留守にした期間を尋ねると、「昭和十六年二月一日カラ同年五月九日マデ」（昭和五十一年一月七日付
書簡）との御回答を得た。右の期間は、言うまでもなく中島敦の南洋行以前のものであり、今の場合、直接
の参考にはなり難い。
　ここから分かるように、久功は濱川に有益な情報を提供し、濱川は「『南島譚』の世界」の執筆に役立ててい
たことが分かる。
　昭和51年9月には、濱川の著書『中島敦の作品研究』が刊行される。刊行後直ぐに、濱川はその著書を久功
へ贈る。9月13日の『日記』（第122冊）には、次のように記されている。
受信　濱川勝彦（「中島敦の作品研究」明治書院　9月5日 印刷、10日発行――濱川君ワ、以前カラ「中島
文学」ニ没頭シテイル人デ、家マデ尋ネテ来テクレタコトモアリ、後々モ手紙デノ問イアワセガアリ、部分的ナ
抜刷リヲ一、二度 送ッテクレタコトモアッタ人デ、「遂ニ出来タ」ト云ウトコロ、オ祝シタイ気持。前 カ々ラ仝ジ
「中島文学」ニ取リ組ンデイタ佐々木充君モ何度カ部分的ナ抜刷リヲ送ッテクレタ後ニ、（昭和48年ダッタ）
「中島 敦ノ文学」ト云ウ本ニ仕上ゲテ送ッテクレタノダッタ。
　ト云ウ訳デ、今日ワ期セズシテ、「敦」ノ日ダッタ）
　ここには、久功の感謝の気持と喜びが素直に表されている。そして、贈られた著書の「あとがき」には、「私
の質問に一々答えてくださった土方久功氏、これらの方 に々心より感謝の意を表したい。」（304頁）と記されてい
る。
　久功は、このおよそ4ヵ月後の昭和52年（1977年）1月11日、心不全で逝去する。
結び
　以上、主に『土方久功日記』により、中島敦の研究者、佐々木充と濱川勝彦に対し、土方久功は惜しみなく
論文の素材を提供したことを述べた。それを『南島譚』に関する論文を執筆するにあたり、両者が利用したこと
を明らかにした。そして、久功は二人の研究者に対し、温かい眼差しと、感謝の情を抱いていた。その根底にあ
るのは、久功の中島敦への深い友情が、心の裡で、晩年に至るまで続いていたことである。
［註］
（１）土方久功については、拙著『土方久功正伝』（2016年12月、東宣出版）を参照されたい。
（２）土方久功が書いた回想文については、拙稿「『土方久功日記』と中島敦についての回想文」（跡見学園
女子大学『にいくら』23号、平成30年3月）を参照されたい。
